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リュウキュウバショウ繊維の性能に

関する基礎的研究（五）

藤原綾子

AbasicstudyonpropertiesofRyukyuBashofibers（Ｐａｒｔｌ）

AyakoFuJIwARA＊

(ReceivedJulylO，1980）
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TheauthorobservedconfigurationofthesurfaceofRyukyuBasho(MusaliukiuensisMakino)usingscanning

electronmicroscope(SEM)．

Manystripeswereobservedonintegumentofthefiber・Shapeofthecrosssectionofthefibershoweduneven

andlotsofsmallholleswereobservedalloverthecrosssection・

ThefiberofRyukyuBashocoloredbypicricacid，fUchsineandbyBokenstainrespectivelyshowedsimUar

shadetothoseofsUkfiber・

ｓｏ，theauthorexperimentedprotei、test・Astheresult，thefibershowedapositivereactiontoBiuretand

Xanthoprotein・

Next,theauthorexperimentedsolutiontestsomereagents，

ThefIberofRyukyuBashowassolubleinconcentratedsulfricacidandnitricacid・

Densityofthefibershowedl,1７～１，３５generaUy．

やがてバショウは近世、近代としだいに生産を増し、

県内全域にわたって自給の体制をつくりあげ、夏の衣料

として欠かせないものになった。

このように各地で栽培され、織りつがれてきた芭蕉布

も、第二次世界大戦、そして敗戦によって滅びようとし

ていた。

しかし、大宜味村喜如嘉の平良敏子氏によって再興さ

れ、今日では喜如嘉が県内唯一の生産地になっている。

ここでは村をあげて生産・改良にとり組んでおり、こう

した人々の努力が認められて、県の無形文化財として

（昭和47年)､更に国の重要無形文化財として（昭和49年）

に指定されるまてになった。

ここ数年、バナナセセリやクキゾウ虫などによって葉

や茎（葉梢）がおかされ、糸の量、良質の糸を確保する

のがむつかしくなったという問題がある。したがって年

間の生産量も減少しているようで、研究用の試料として

１．はじめに

バショウは数多い、沖縄の織物原料のなかでも真苧

（苧麻）と共に古くから栽培されてきた。バショウ程、

沖縄全域にわたって栽培され、身分の上下を問わず、あ

らゆる人に着用された織物は少ない。

「バショウ（芭蕉)｣植物の起源について考察してみる

と、南方諸国と交通が始まった時期に南方から移植させ

たと推定する説と、この時期にはすてに真苧と共に栽培

されていたと考える説がある。いずれにしても1372年の

明朝への貢物のなかに「生熟夏布」があった事が「中山

世鑑」に記されている。この生熟夏布とは「なまの夏布｣、

即ち苧布と、｢煮た夏布｣､即ち芭蕉布のことであろうと考

えられている。

･ＨｏｍｅＥｃｏ.,ＣolLofEducationUniMoftheRyukyus
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も入手しにくくなっている。

バショウや芭蕉布については伝統工芸として紹介され

た例は多いが、繊維（糸)､布の基礎的な性能に関する研

究が少ないように思われる。昨年の話であるが、芭蕉布

の類似品が県内で出回り問題になったが、これは機械織

りで、全くバショウ繊維を含まないものや麻との混紡布も

あったようである。こういう事からも繊維の基礎的性能

についての資料の必要性を痛感した。今回は繊維鑑別の

一般試験、走査型電子顕微鏡を用いた表面形状について

しらべたので報告する。

･混合染料による呈色試験

ポーケンステイン（日本紡績検査協会製）を５％水

溶液とし、この中に５分間煮沸状態で振鎧させ、と

り出して水洗、乾燥させ、着色した色を観察した。

ｂ－３）タンパク質検出試験

・ビューレット試験

１０％水酸化ナトリウム液中に繊維を浸し、煮沸させ、

後５％硫酸銅液を数滴加えて、ふりながら液の色を

観察した。

・キサントプロテイン試験

１ｍCの濃硝酸（比重150）中に繊維を入れ、加熱し、

後冷却してアンモニアを加えてアルカリ性にした時

の繊維の着色の状況を観察した。

ｂ－４）各種薬品に対する溶解試験

一般に行われている溶解試験の条件で溶解させた。

試薬は硫酸、硝酸、塩酸、氷酢酸、蟻酸、水酸化ナ

トリウム、アセトン等（関東化学KK製試薬特級）

を用いて行った。

酸化銅アンモニアについては、産業図書「被服材料

学実験｣(田中道一著）に従って調整して用いた。

２．試料および実験方法

試料

繊維と布を用いた。

・繊維

バショウは充分成熟した茎の中で通称、中皮（ナカ

ウー）と呼ばれている部位の繊維で、木灰汁によっ

て精練し、不純物を除き、乾燥させて糸にしたもの

を用いた。

苧麻は宮古産の繊維で漂白前の糸を用いた。

・布

着尺地で無地物を用いた。布の厚さはシートゲージ

型測厚計（東洋精機製、Ｂ－２型）を用いて測定し、

１０ヶ所の平均値をとった。糸密度についても、織物分

解鏡を用いて測定し、１０ヶ所の平均値をとった。撚

り方向、撚り数については検撚機を用いて測定した。

ｂ－５）比重の測定

試料繊維はあらかじめデシケータを用いてシリカゲ

ルで湿度調整（コンディショニング）を行なってか

ら実験に供した。方法は上述の「被服材料学実験」

に従って浮遊法および密度勾配管法で行なった。

実験方法

ａ）繊維の表面形状

走査型電子顕微鏡（日本電子工業KKJSM-25S）を

使用し、真空蒸着法て行った。

３．結果および考察

実験に使用した試料は糸と布で、布の性状については

表１に示すとおりである。リュウキュウバショウ繊維の

表面形状は前に光学顕微鏡を用いて調べたが断面の形が

明確にざつえいできなかった。今回の走査電子顕微鏡で

は明確に撮影することがてきた。結果は写真１～６のと

おりである。

写真１はバショウ繊維の側面で、木綿のようなリボン

状よじれはみられずラミーや黄麻のように繊維軸方向の

条線が観察された。

ｂ）繊維鑑別の一般試験

ｂ－１）燃焼試験

バーナーを用いて行ない、燃焼させた時の燃え方、臭

気、灰の形態を調べた。

ｂ－２）呈色試験

・ピクリン酸（２．４．６トリニトロフェノール）に

よる呈色試験

２％水溶液にし、５０～60℃に加温液中で振鐙させ、

とり出して水洗、乾燥させ、着色した色を観察した。

・塩基性染料フクシンによる呈色試験

１％水溶液にし、加温（上と同温）液中で振鐙させ、

とり出して水洗、乾燥させ、着色した色を観察した。

表１試料（芭蕉布）の性状

－２０４－

厚さ(１０ヶ所平均値） 0.42mｍ

糸密度

(10ヶ所平均値）

縦糸密度２３本／c、

緯糸密度２２〃

縦糸撚方向

撚り数

Ｓ（右撚）
３回／c、
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Fig4Scanningelectronmicrographｏｆｃｒｏｓｓ

ｓｅｃｔｉｏｎｏｆＲａｍｉｅ（Miyakojofu）

FiglScanningelectronmicrographｏｆ

ｉｎｔｅｇｕｍｅｎｔｏｆＲｙｕｋｙｕＢａｓｈｏ．

■円碑

Fig2Scanningelectronmicrographofcross

sectionofRyukyuBasho．

Fig5Scanningelectronmicrographｏｆ

ＲｙｕｋｙｕＢａｓｈｏｃｌｏｔｈ．

趨謬
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Fig3Scanningelectronmicrographof

integumentofRamie.（Miyakojofu）

Fig6Scanningelecjelectronmicrogｒａｐｈｏｆ
Ｐ

ＲｙｕｋｙｕＢａｓｈｏｃｌｏｔｈ
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写真２は同じ繊維の断面である。輪郭は木綿とはいち

ぢるし〈異なり、亜麻などに近いがこれらよりもずっと

丸みが少なくぎざぎざしているのがわかる。バショウの

糸を採取して織物用の糸にする工程で、木灰汁で煮たあ

と、これを細い竹を二つ割りにしたもので不純物を力い

っぱいしごいて除去することが、繊維の表面形状のぎざ

ぎざの原因の一つではないかと考えられる。

バショウ布はこういう糸でおられるので他の織物より

ずっと硬質感が感じられる。

断面の内部で黒い部分は中空である。この中空も綿の

中央に－つあるのとは異なり、小さい孔が全体に観察さ

れている。

写真３は宮古上布用の苧麻繊維の側面である。繊維軸

方向の条線（すじ）はバショウ繊維と類似しているが、

この繊維は丸みがある。

写真４は同じ繊維の断面である。バショウ繊維よりも

輪郭は丸みを帯びている。中空はあるものもないものも

観察されるが、中空のないものは未熟繊維であり、従っ

て両方が混ざっていることがわかる。

写真５と６は芭蕉布である。表１にみられるように、

この織物は糸密度のあらい平織物である。よこ糸には撚

りをかけないが、たて糸には甘撚りをかけている。一般

に織り糸に撚りをかける理由はいろいろあるが、この場

合、製織工程中の分繊を防ぐためと、強度を増すためで

あろうと考えられる。撚り回数は１ｃｍ当たり３回であっ

た。撚り方向はＳ撚り、即ち右撚りで、これは左手で糸

まきとり車をまわし、右手で撚りをかける技法からきて

いる。

検出試験を試みた。この結果、陽`性であることがわかっ

た。

次にタンパク質検出試験としてビューレットキサン

トプロテイン試験を行った。その結果は表２に示すとお

りである。絹繊維と同様に、バショウ繊維は両試験に陽

性を示した。ただし、ビューレット試験において液の色

は絹のような紫ではなく青味紫になった。

以上の試験からバショウ繊維にはセルロースの他にタ

ンパク質が含まれている事が明らかになった。

表２タンパク質の検出

薬品に対する溶解性は繊維の鑑別にとって欠かせない

有効な手段である。さらに２種以上の繊維からできる混

紡糸や混紡織物の混用率を出す最良の手段でもある。

バショウ繊維の各種薬品に対する溶解性について実験

した結果は表３に示すとおりて､ある。５％水酸化ナトリ

ウム、氷酢酸、８０％蟻酸、アセトン、酸化銅アンモニア

等には溶解しなかった。７０％硫酸には室温で10分程振鐙

させると溶解した。３５％塩酸では室温の状態では全く溶

解しないが、煮沸により一本の３～４cmの繊維は細かく

切断するという状態になり、部分的に溶解した。６０％硝

繊維鑑別の一般試験

燃焼試験の結果、燃え方、臭気、灰の状態ともにセル

ロース系繊維の特徴と一致した。灰は織物の形や糸の交

叉の形がのこり、木綿よりかたいことがわかった。

ピクリン酸による呈色試験では濃い黄色に着色した。

木綿や麻繊維はこの試薬には染まらない。絹、毛などの

タンパク質繊維は濃い黄色に染まる。

塩基性染料フクシンに対して濃赤紫色に着色した。木

綿や麻繊維はこの染料にはうすい紅色に着色する。絹は

濃紅に着色した。

現在衣料用として使われているほとんどの繊維に着色

するように混合された染料てあるポーケンステインによ

る呈色試験ではグレーのかかったあずき色に着色した。

綿は淡いブルー、絹はあずき色に着色した。

以上の呈色試験よりバショウ繊維はセルロースと共に

タンパク質も含有するように思われたので､簡単な窒素の

表３各種試薬に対する溶解性 (室温28℃）

－２０６－

キサントプロテイン反応 ビューレット反応

繊維 液 繊維 液

綿

絹

バショウ

変化なし

黄色に着色

黄榿からし
だいに黄色
に着色

変化なし

黄色

黄色

綿

絹

バショウ

変化なし

変化なし

黄色に着色

青

紫

青紫

試薬 条件 溶・不溶

５％水酸化ナトリウム 煮沸１５分 不溶

氷酢酸 煮沸１５分 不溶

８０％蟻酸 煮沸１５分 不溶

７０％硫酸 室温１０分振鎧 溶解

３５％塩酸
室温１５分振鐙

煮沸１０分

不溶

部分溶解

６０％硝酸
室温１５分振鐙

煮沸１０分

不溶

溶解

アセトン
室温15分振鐙

煮沸１０分
不溶

酸化銅アンモニア
室温１５分振鎧

煮沸１０分
不溶
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酸では室温では溶解しないが、煮沸によって溶解した。

木綿や麻などの天然セノレロース繊維は70％硫酸、６０％

硝酸、酸化銅アンモニアに溶解するといわれているが、

文献によっては酸化銅アンモニアにはとけないというの

も有る。

比重の測定は28℃､ＲＨ82％の室内で行なった。その

結果、比重1.17～135の範囲にくることがわかった。た

だしバショウ繊維は断面の写真てもわかるように、中空、

即ち微小な細孔があるので、真の比重ではなく、見かけ

の比重ということになる。

謝いたします。
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４．要約

リュウキュウバショウ繊維の基礎的な性能として繊維

鑑別の一般試験、タンパク質検出試験を行ない、あわせ

て走査型電子顕微鏡を用いて表面構造についても調べ、

次の結果を得た。

繊維の側面では麻繊維と同様の繊維軸方向のすじ、断

面ではぎざぎざした、不規則形の輪郭と細かい小孔が観

察された。

ピクリン酸、フクシン、混合染料ボーケンステイン等

による呈色試験では絹繊維に似た色あいが得られた。

タンパク質検出試験ではビューレットキサントプロ

テイン試験ともに陽性を示した。

各種薬品に対する溶解試験では濃硫酸や濃硝酸に溶解

した。

繊維の比重は117～1.35の範囲であった。

本研究の遂行にあたり、電子顕微鏡の取扱いにご便宜

をたまわりました農学部農学科の諸見里善一氏に深く感

－２０７－


